
JP 4180611 B2 2008.11.12

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技に必要な識別情報を変動表示する変動表示手段と、
　遊技者が操作可能な操作手段と、
　遊技者による前記操作手段の操作に基づいて前記変動表示手段を制御する主制御手段と
、
　画像表示による演出を行う画像表示手段と、
　前記主制御手段から送信される信号に基づいて前記画像表示手段を制御する副制御手段
と、
　前記変動表示手段、前記操作手段、前記主制御手段、前記画像表示手段、及び前記副制
御手段に電力を供給する電力供給手段と、
　これら手段が設けられた筐体と、を備える遊技機であって、
　前記筐体は、キャビネットと、このキャビネットを開閉する前面ドアと、を備え、
　前記前面ドアは、前面ドア本体と、この前面ドア本体の裏面に開閉自在に設けられた内
部ドアと、を備え、
　前記副制御手段は、前記前面ドア本体の裏面に前記画像表示に必要な画像情報を記憶し
かつ前記副制御手段に着脱自在に取り付けられた画像情報記憶手段と、この画像情報記憶
手段を覆う収容ケースと、を備え、
　前記内部ドアが開いた状態を検知する検知手段と、
　前記内部ドアが開いた状態を当該検知手段が検知したことを条件として、前記電力供給
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手段による電力の供給を停止させる電力供給停止手段と、を備え、
　前記内部ドアは、閉じた状態では、前記収容ケースの少なくとも一部を覆うことにより
前記収容ケースの開放を規制することを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　請求項１に記載の遊技機において、
　前記内部ドアは、前記主制御手段を水平に支持する主制御手段支持部を備え、
　前記主制御手段は、前記副制御手段、前記変動表示手段を制御する主制御回路と、当該
主制御回路と前記変動表示手段及び前記電力供給手段とを電気的に接続する主制御接続手
段と、当該主制御接続手段を開閉自在に覆う主制御接続手段カバーと、を備え、
　前記主制御手段支持部は、
　　前記内部ドアを閉じると、閉じた状態の前記主制御接続手段カバーに形成された凹部
に係止し、前記主制御接続手段カバーの開放を規制し、
　　前記内部ドアを開くと、前記主制御手段支持部に埋没し、前記主制御接続手段カバー
の開放を可能とする係止部を有することを特徴とする遊技機。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の遊技機において、
　前記内部ドアが閉じた状態で、当該内部ドアを前記前面ドア本体の裏面に固定する固定
手段をさらに備えることを特徴とする遊技機。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれかに記載の遊技機において、
　前記主制御手段及び前記変動表示手段は、前記内部ドアに設けられ、
　前記前面ドア本体の裏面には、前記内部ドアを開閉自在に支持する支持部が設けられ、
　前記内部ドアは、把持部を備え、前記支持部に着脱自在であることを特徴とする遊技機
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、停止ボタンを備えたスロットマシン、いわゆるパチスロ機は、正面の表示窓内
に複数の図柄を表示する機械的回転リールを複数配列して構成した変動表示装置、或いは
リール上の図柄を画面に表示する電気的変動表示装置を有する。遊技者のスタート操作に
応じて、制御手段が変動表示装置を駆動して各リールを回転させることにより、図柄を変
動表示させ、一定時間後自動的に或いは遊技者の停止操作により、各リールの回転を順次
停止させる。このとき、表示窓内に現れた各リールの図柄が特定の組合せ（入賞図柄）に
なった場合にコイン、メダル等の遊技媒体を払出すことで遊技者に利益を付与するもので
ある。
【０００３】
　現在主流の機種は、複数種類の入賞態様を有するものである。特に、所定の役の入賞が
成立したときは、１回のコインの払出しに終わらず、所定期間、通常の状態よりも条件の
良い遊技状態となる。このような役として、遊技者に相対的に大きい利益を与えるゲーム
が所定回数行える役（「ビッグボーナス」と称し、以下「ＢＢ」と略記する）と、遊技者
に相対的に小さい利益を与える遊技を所定ゲーム数行える役（「レギュラーボーナス」と
称し、以下「ＲＢ」と略記する）がある。
【０００４】
　また、現在主流の機種においては、有効化された成立ライン（以下「有効ライン」とい
う）に沿って所定の図柄の組合せが並び、コイン、メダル等が払出される入賞が成立する
には、内部的な抽籤処理（以下「内部抽籤」という）により役に当籤（以下「内部当籤」
という）し、且つその内部当籤した役（以下「内部当籤役」という）の入賞成立を示す図
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柄の組合せを有効ラインに停止できるタイミングで遊技者が停止操作を行うことが要求さ
れる。つまり、いくら内部当籤したとしても、遊技者の停止操作のタイミングが悪いと入
賞を成立させることができない。すなわち、停止操作のタイミングに熟練した技術が要求
される（「目押し」といわれる技術介入性の比重が高い）遊技機が現在の主流である。
【０００５】
　ところで、このような遊技機が設置された遊技場では、遊技機の機種交換や修理交換等
の作業が、定期的または不定期で行われている。機種交換では、例えば、遊技機の外観を
構成する装飾部材や、上述のリール等を電気的に制御する制御基板等が交換される。また
、遊技機を構成する部材のうち、停止ボタンやスタートレバー等の操作部材は、遊技者が
頻繁に操作する部材であり故障の頻度が高いため、修理交換において頻繁に交換される。
　このため、近年では、上述のような機種交換や修理交換において、制御基板や操作部材
等の構成部材の交換が行われることを予め考慮した遊技機の開発が望まれている。
【０００６】
　そこで、例えば、遊技機を構成する構成部材のうち、複数の部材をまとめてユニット化
し、これらのユニットを単位として交換可能に構成された遊技機がある（特許文献１参照
）。
　この特許文献１に記載された遊技機によれば、機種交換や修理交換では、作業者は交換
が必要な部材を含むユニットのみを交換すればよいので、この交換作業が単純化される。
これにより、交換に必要な費用を低減できるとともに、各部材を交換する際の作業効率を
高めることができる。
【特許文献１】特開２００４－２４３９０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、交換が必要な制御基板や操作部材などの多くは電子部品で構成されている。
このため、上述の特許文献１のように交換作業時の作業をより簡易化することが望まれる
だけでなく、例えば、遊技機の電源を落とさずに基板や操作部材の交換作業を行ってしま
うと、交換部材が破損や故障するおそれがあるので、安全性を確保することが要請されて
いる。
【０００８】
　本発明の目的は、遊技機の機種交換や交換作業において、この作業をより簡易化できる
とともに、交換部材の破損や故障を防ぐことができる遊技機を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明では、以下のようなものを提供する。
【００１０】
　（１）　遊技に必要な識別情報を変動表示する変動表示手段（例えば、後述のリールユ
ニット７３）と、遊技者が操作可能な操作手段（例えば、後述の停止ボタン７Ｌ，７Ｃ，
７Ｒ）と、遊技者による前記操作手段の操作に基づいて前記変動表示手段を制御する主制
御手段（例えば、後述の主制御ユニット７１）と、画像表示による演出を行う画像表示手
段（例えば、後述の液晶表示部５ａ）と、前記主制御手段から送信される信号に基づいて
前記画像表示手段を制御する副制御手段（例えば、後述の副制御ユニット７２）と、前記
変動表示手段、前記操作手段、前記主制御手段、前記画像表示手段、及び前記副制御手段
に電力を供給する電力供給手段（例えば、後述の電力供給部６６２）と、これら手段が設
けられた筐体（例えば、後述の筐体４）と、を備える遊技機であって、前記筐体は、キャ
ビネット（例えば、後述のキャビネット６０）と、このキャビネットを開閉する前面ドア
（例えば、後述の前面ドア２）と、を備え、前記副制御手段は、前記前面ドア本体の裏面
に前記画像表示に必要な画像情報を記憶しかつ前記副制御手段に着脱自在に取り付けられ
た画像情報記憶手段（例えば、後述のＲＯＭカートリッジ７２３）と、この画像情報記憶
手段を覆う収容ケース（例えば、後述のＲＯＭカバー７２４）と、を備え、前記前面ドア
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は、前面ドア本体（例えば、後述の前面ドア本体２ｂ）と、この前面ドア本体の裏面に開
閉自在に設けられた内部ドア（例えば、後述のミドルドア４０）と、を備え、前記内部ド
アが開いた状態を検知する検知手段（例えば、後述のミドルドア用電源スイッチ５５）と
、前記内部ドアが開いた状態を当該検知手段が検知したことを条件として、前記電力供給
手段による電力の供給を停止させる電力供給停止手段（例えば、後述の電力供給制御部６
６３）と、を備え、前記内部ドアは、閉じた状態では、前記収容ケースの少なくとも一部
を覆うことにより前記収容ケースの開放を規制することを特徴とする遊技機。
【００１１】
　（１）記載の遊技機によれば、筐体に設けられた変動表示手段、操作手段、主制御手段
、画像表示手段、及び副制御手段からなる各手段の一部を、前面ドア本体の裏面から開閉
自在に覆う内部ドアを設けた。
　したがって、作業者は、上述の少なくとも一部が内部ドアで覆われた部品を交換するた
めには、この内部ドアを開けた状態で交換作業を行わなければならない。
【００１２】
　さらに、副制御手段に画像情報記憶手段を覆う収容ケースを設け、かつ、内部ドアは、
閉じた状態で、この収容ケースを覆うとした。したがって、この画像情報記憶手段を交換
する場合には、内部ドアを開けなければならない。これにより、電力供給手段により電力
の供給が行われていた状態で、画像情報記憶手段の交換が行われることはなくなるので、
交換作業において、画像情報記憶手段や副制御手段の故障を防止できる。
　また、画像情報記憶手段を覆う収容ケースを設けたので、この画像情報記憶手段を保護
できるとともに、作業者以外の者により画像情報記憶手段が不正に操作されることを防止
できる。
　さらにまた、作業者が内部ドアを開けた場合に、内部ドアが開いた状態であること検知
する検知手段と、この検知手段が検知したことを条件として、電力供給手段による各手段
への電力の供給を停止させる電力供給手段と、を設けた。
　これにより、例えば、作業者が、上述の少なくとも一部が内部ドアで覆われた画像情報
記憶手段を覆う収容ケースを交換するために内部ドアを開けると、これに伴い電力の供給
は自動的に停止されるので、電力の供給を続けたまま交換作業が行われることがなくなる
。
　したがって、電力が供給された状態で交換部品としての画像情報記憶手段が取り外され
ることがなくなるので、この画像情報記憶手段の破損や故障を防ぐことができる。
【００１３】
　また、この遊技機によれば、交換作業を行うために内部ドアを開くだけで電力の供給を
停止できるので、作業者は、交換作業を行う度に電力供給手段を操作して電力の供給を停
止させる必要が無くなる。したがって、交換作業を簡易化できる。
【００１４】
　（２）　（１）に記載の遊技機において、前記内部ドアは、前記主制御手段を水平に支
持する主制御手段支持部（例えば、後述の主制御ユニット支持部４０８）を備え、前記主
制御手段は、前記副制御手段、前記変動表示手段を制御する主制御回路（例えば、後述の
主制御回路７１１）と、当該主制御回路と前記変動表示手段及び前記電力供給手段とを電
気的に接続する主制御接続手段（例えば、後述の主制御コネクタ７１３）と、当該主制御
接続手段を開閉自在に覆う主制御接続手段カバー（例えば、後述の主制御コネクタカバー
７１４）と、を備え、前記主制御手段支持部は、前記内部ドアを閉じると、閉じた状態の
前記主制御接続手段カバーに形成された凹部（例えば、後述の凹部７１４Ｂ）に係止し、
前記主制御接続手段カバーの開放を規制し、前記内部ドアを開くと、前記主制御手段支持
部に埋没し、前記主制御接続手段カバーの開放を可能とする係止部（例えば、後述の係止
部４８）を有することを特徴とする遊技機。
【００１５】
　（２）記載の遊技機によれば、主制御手段に、主制御回路と、変動表示手段及び電力供
給手段とを電気的に接続する主制御接続手段と、主制御接続手段を開閉自在に覆う主制御
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接続手段カバーと、を備え、主制御手段支持部に、内部ドアを閉じると、閉じた状態の主
制御接続手段カバーに形成された凹部に係止し、主制御接続手段カバーの開放を規制し、
内部ドアを開くと、主制御手段支持部に埋没し、主制御接続手段カバーの開放を可能とす
る係止部を設けた。これにより、主制御接続手段カバーは、内部ドアを開けていれば開く
ことができるが、内部ドアを閉じた状態ではその凹部が係止部により係止され、開くこと
ができない。したがって、内部ドアが閉じていて主制御回路に電力が供給されている状態
で、主制御接続手段に接触することを防止できるので、交換作業において、安全性を確保
できるとともに、破損や故障を防ぐことができる。
【００１６】
　（３）　（１）または（２）に記載の遊技機において、前記内部ドアが閉じた状態で、
当該内部ドアを前記前面ドア本体の裏面に固定する固定手段（例えば、後述のストッパー
５３）をさらに備えることを特徴とする遊技機。
【００１７】
　（３）記載の遊技機によれば、内部ドアが閉じた状態で前面ドア本体の裏面に固定する
固定手段を設けた。したがって、内部ドアを前面ドア本体の裏面にがたつきなく固定でき
るとともに、この内部ドアが脱落するのを防止できる。
　また、内部ドアは閉じた状態で固定されるので、作業者の意図に反して内部ドアが開か
れて、電力の供給が停止されることを防止できる。
【００１８】
　（４）　（１）から（３）のいずれかに記載の遊技機において、前記主制御手段及び前
記変動表示手段は、前記内部ドアに設けられ、前記前面ドア本体の裏面には、前記内部ド
アを開閉自在に支持する支持部（例えば、後述の支持部４３）が設けられ、前記内部ドア
は、把持部（例えば、後述のミドルドア把持部４０７）を備え、前記支持部に着脱自在で
あることを特徴とする遊技機。
【００１９】
　（４）記載の遊技機によれば、内部ドアを開閉自在かつ着脱自在に支持する支持部を設
けたので、作業者は、内部ドアを開放した状態で作業できる。すなわち、作業者は、内部
ドア自体に設けられた部材の交換や、内部ドアが閉じた状態では覆われている部品などの
交換を、内部ドアが開いた状態で行うことができる。
【００２０】
　また、着脱自在な内部ドアに、さらに把持部を設けた。したがって、作業者は、この内
部ドア自体を取り外して交換できるとともに、取り外した内部ドアを把持して容易に搬送
できるので、このような交換作業をさらに簡易化できる。
　また、このように交換が容易な内部ドアに、主制御手段及び変動表示手段を設けた。し
たがって、作業者は、主制御手段及び変動表示手段の交換作業、すなわち遊技機の機種変
更の作業を容易に行うことができる。
【００２１】
　また、内部ドアに把持部を設けることにより、作業者は、把持部を把持して内部ドアを
開放し、この状態で、前面ドア及び内部ドアの部品交換などの作業を行うことができる。
したがって、作業性をより向上できる。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明の遊技機によれば、筐体に設けられた変動表示手段、操作手段、主制御手段、画
像表示手段、及び副制御手段に関連する部品の少なくとも一部を、前面ドア本体の裏面か
ら開閉自在に覆う内部ドアを設けた。したがって、作業者は、上述の少なくとも一部が内
部ドアで覆われた部品を交換するためには、この内部ドアを開けた状態で交換作業を行わ
なければならない。さらに、副制御手段に画像情報記憶手段を覆う収容ケースを設け、か
つ、内部ドアは、閉じた状態で、この収容ケースを覆うとした。したがって、この画像情
報記憶手段を交換する場合には、内部ドアを開けなければならない。これにより、電力供
給手段により電力の供給が行われていた状態で、画像情報記憶手段の交換が行われること
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はなくなるので、交換作業において、画像情報記憶手段や副制御手段の故障を防止できる
。また、画像情報記憶手段を覆う収容ケースを設けたので、この画像情報記憶手段を保護
できるとともに、作業者以外の者により画像情報記憶手段が不正に操作されることを防止
できる。さらにまた、作業者が内部ドアを開けた場合に、内部ドアが開いた状態であるこ
と検知する検知手段と、この検知手段が検知したことを条件として、電力供給手段による
各手段への電力の供給を停止させる電力供給手段と、を設けた。これにより、例えば、作
業者が、上述の少なくとも一部が内部ドアで覆われた画像情報記憶手段を覆う収容ケース
を交換するために内部ドアを開けると、これに伴い電力の供給は自動的に停止されるので
、電力の供給を続けたまま交換作業が行われることがなくなる。したがって、電力が供給
された状態で交換部品としての画像情報記憶手段が取り外されることがなくなるので、こ
の画像情報記憶手段の破損や故障を防ぐことができる。また、この遊技機によれば、交換
作業を行うために内部ドアを開くだけで電力の供給を停止できるので、作業者は、交換作
業を行う度に電力供給手段を操作して電力の供給を停止させる必要が無くなる。したがっ
て、交換作業を簡易化できる。
 
 
 
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下、実施例の遊技機について説明する。
【実施例１】
【００２４】
　図１は、本発明の一実施例の遊技機１の外観を示す斜視図である。遊技機１は、いわゆ
る「パチスロ機」である。この遊技機１は、コイン、メダル、遊技球又はトークン等の他
、遊技者に付与された、もしくは付与される遊技価値の情報を記憶したカード等の遊技媒
体を用いて遊技する遊技機であるが、以下ではメダルを用いるものとして説明する。
【００２５】
　遊技機１の全体を形成している筐体４は、箱状のキャビネット６０と、このキャビネッ
ト６０を開閉する前面ドア２と、を備える。この前面ドア２正面の略中央には、縦長矩形
の表示窓４Ｌ，４Ｃ，４Ｒが設けられる。
　表示窓４Ｌ，４Ｃ，４Ｒには、表示ラインとして、水平方向にトップライン８ｂ、セン
ターライン８ｃ及びボトムライン８ｄ、斜め方向にクロスアップライン８ａ及びクロスダ
ウンライン８ｅが設けられている。
【００２６】
　これらの表示ラインは、後述の１－ＢＥＴスイッチ１１、２－ＢＥＴスイッチ１２、最
大ＢＥＴスイッチ１３を操作すること（以下「ＢＥＴ操作」という）、或いはメダル投入
口２２にメダルを投入することにより、それぞれ１本、３本、５本が有効化される。どの
表示ラインが有効化されたかは、後で説明するＢＥＴランプ９ａ，９ｂ，９ｃの点灯で表
示される。
【００２７】
　ここで、表示ライン８ａ～８ｅは、役の成否に関わる。具体的には、所定の役に対応す
る図柄組合せを構成する図柄がいずれかの有効ライン（有効化された表示ライン）に対応
する所定の位置に並んで停止表示されることにより、所定の役が成立することとなる。
【００２８】
　前面ドア２の裏面には、複数のリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒと、これらリール３Ｌ，３Ｃ，
３Ｒを回転駆動するステッピングモータ４９Ｌ，４９Ｃ，４９Ｒと、を収容する後述のリ
ールユニット７３がミドルドア４０を介して設けられている（図２）。なお、前面ドア２
の裏面については、後に図２を参照して詳述する。
【００２９】
　各リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒには、それぞれの外周面に、遊技に必要な複数種類の図柄に



(7) JP 4180611 B2 2008.11.12

10

20

30

40

50

よって構成される識別情報としての図柄列が描かれており、各々はリールユニット７３に
回転自在に横一列に設けられている。各リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒの図柄は表示窓４Ｌ，４
Ｃ，４Ｒを通して、遊技機１の外部から視認できるようになっている。また、各リール３
Ｌ，３Ｃ，３Ｒは、定速回転（例えば８０回転／分）で回転し、図柄列を変動表示する。
【００３０】
　表示窓４Ｌ，４Ｃ，４Ｒの上方には、画像表示手段としての液晶表示部５ａ、情報表示
部１８、及びスピーカ９Ｌ，９Ｒが設けられる。液晶表示部５ａは、表示窓４Ｌ，４Ｃ，
４Ｒよりも大きな表示面を備え、画像表示による演出を行う。情報表示部１８は、７セグ
メントＬＥＤから成り、貯留（クレジット）されているメダルの枚数、メダルの払出枚数
等を表示する。また、スピーカ９Ｌ，９Ｒは、効果音や音声等の音による演出を行う。
【００３１】
　表示窓４Ｌ，４Ｃ，４Ｒの左側には、１－ＢＥＴランプ９ａ、２－ＢＥＴランプ９ｂ、
最大ＢＥＴランプ９ｃが設けられる。１－ＢＥＴランプ９ａ、２－ＢＥＴランプ９ｂ及び
最大ＢＥＴランプ９ｃは、一のゲームを行うために賭けられたメダルの数（以下「ＢＥＴ
数」という）に応じて点灯する。
【００３２】
　１－ＢＥＴランプ９ａは、ＢＥＴ数が“１”で１本の表示ラインが有効化されたとき（
１本の有効ラインが設定されたとき）に点灯する。２－ＢＥＴランプ９ｂは、ＢＥＴ数が
“２”で３本の表示ラインが有効化されたとき（３本の有効ラインが設定されたとき）に
点灯する。最大ＢＥＴランプ９ｃは、ＢＥＴ数が“３”で全て（５本）の表示ラインが有
効化されたとき（全て（５本）の有効ラインが設定されたとき）に点灯する。
【００３３】
　表示窓４Ｌ，４Ｃ，４Ｒの下方には、略水平面の台座部１０が形成されている。この台
座部１０の水平面内のうち、右側にはメダル投入口２２が設けられ、左側には１－ＢＥＴ
スイッチ１１、２－ＢＥＴスイッチ１２、及び最大ＢＥＴスイッチ１３が設けられる。
【００３４】
　１－ＢＥＴスイッチ１１は、１回の押し操作により、クレジットされているメダルのう
ちの１枚がゲームに賭けられ、２－ＢＥＴスイッチ１２は、１回の押し操作により、クレ
ジットされているメダルのうちの２枚がゲームに賭けられ、最大ＢＥＴスイッチ１３は、
１回のゲームに賭けることが可能な最大枚数のメダルが賭けられる。これらのＢＥＴスイ
ッチ１１，１２，１３を操作することで、前述のとおり、所定の表示ラインが有効化され
る。
【００３５】
　台座部１０の前面部の左寄りには、遊技者がゲームで獲得したメダルのクレジット／払
出しを押しボタン操作で切り換えるＣ／Ｐスイッチ１４が設けられている。このＣ／Ｐス
イッチ１４の切り換えにより、正面下部のメダル払出口１５からメダルが払出され、払出
されたメダルはメダル受け部１６に溜められる。Ｃ／Ｐスイッチ１４の右側には、遊技者
の操作により上記リールを回転させ、表示窓４Ｃ内での図柄の変動表示を開始するための
スタートレバー６が所定の角度範囲で回動自在に取り付けられている。
【００３６】
　台座部１０の前面部の略中央には、遊技者が操作可能な操作手段としての停止ボタン７
Ｌ，７Ｃ，７Ｒが設けられている。これら３個の停止ボタン７Ｌ，７Ｃ，７Ｒは、３個の
リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒの回転をそれぞれ停止させるために、遊技者が操作するボタンで
ある。なお、実施例では、一のゲーム（単位遊技）は、基本的にスタートレバー６が操作
されることにより開始し、全てのリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒが停止したときに終了する。
【００３７】
　実施例では、全てのリールが回転しているときに行われるリールの停止操作（停止ボタ
ンの操作）を「第１停止操作」、「第１停止操作」の後に行われる停止操作を「第２停止
操作」、「第２停止操作」の後に行われる停止操作を「第３停止操作」という。
【００３８】
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　前面ドア２下部の正面には、メダルが払出されるメダル払出口１５と、この払出された
メダルを貯留するメダル受け部１６とが設けられている。また、前面ドア２下部の正面の
うち、停止ボタン７Ｌ，７Ｃ，７Ｒとメダル受け部１６とに上下を挟まれた面には、機種
のモチーフに対応したデザインがあしらわれた腰部パネル２０が取り付けられている。
【００３９】
　図２から図４を参照して、前面ドア２の裏面の構成について説明する。
　図２は、前面ドア２の裏面の構成を示す斜視図である。
　図３は、前面ドア２の裏面の構成を示す部分斜視図である。
　図４は、前面ドア２の裏面の構成を示す正面図である。
【００４０】
　図２に示すように、前面ドア２は、この前面ドア２の本体を形成する前面ドア本体２ｂ
と、この前面ドア本体２ｂの裏面に開閉自在に設けられたミドルドア４０と、前面ドア本
体２ｂに取り付けられたサブベース４２と、を備える。
【００４１】
　ミドルドア４０には、主制御手段としての主制御ユニット７１及び変動表示手段として
のリールユニット７３が設けられる。
　前面ドア本体２ｂの裏面には、サブベース４２を介して支持される副制御手段としての
副制御ユニット７２の他、ミドルドア４０を開閉可能に支持する支持部４３が設けられて
いる。
【００４２】
　支持部４３は、図３に示すように、前面ドア本体２ｂ裏面の図３中右方に取り付けられ
る。この支持部４３には、ミドルドア４０に設けられる後述の回動軸４０６Ｃ，４０６Ｄ
がそれぞれ嵌合する図３中上下方向に延びる円筒状の軸受部４３１Ａ，４３１Ｂが形成さ
れている。
　なお、支持部４３がミドルドア４０を開閉可能に支持する機構については、後に詳述す
る。
【００４３】
　図２に示すように、サブベース４２は、板状の部材であり、前面ドア２の前面に設けら
れた液晶表示部５ａを覆うようにして、前面ドア本体２ｂの裏面に複数のねじ４２１で取
り付けられる。サブベース４２は、前面ドア本体２ｂの裏面に対し略平行に取り付けられ
る。また、サブベース４２の表面のうち、液晶表示部５ａを覆う領域は、略平らに形成さ
れている。
【００４４】
　副制御ユニット７２は、図３に示すように、液晶表示部５ａを制御する副制御回路７２
１と、この副制御回路７２１を収容しサブベース４２の略平らに形成された領域に取り付
けられる副制御回路収容ケース７２２と、液晶表示部５ａの画像表示に必要な画像情報が
記憶された画像情報記憶手段としてのＲＯＭカートリッジ７２３と、このＲＯＭカートリ
ッジ７２３を覆う収容ケースとしてのＲＯＭカバー７２４と、副制御回路７２１と他の装
置とを接続するＩ／Ｏ基板７２５と、を備える。
【００４５】
　副制御回路７２１は、後述の主制御回路７１１から送信される信号に基づいて液晶表示
部５ａを制御する電子回路であり、サブベース４２の略平らに形成された領域のうち、図
２中左方の領域に配置される。
　すなわち、副制御回路７２１と液晶表示部５ａとは、サブベース４２を挟んで配置され
、図示しない複数の配線で接続されている。このように、副制御回路７２１を液晶表示部
５ａ裏面の近傍に設けることにより、これらの配線を短縮できる。なお、これら副制御回
路７２１及び液晶表示部５ａの回路の構成については、後に図１３を参照して詳述する。
【００４６】
　ＲＯＭカートリッジ７２３は、副制御回路７２１に接続される後述のプログラムＲＯＭ
８３及び画像ＲＯＭ８８（図１３）を備え、これらＲＯＭを副制御回路７２１に着脱自在
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に取り付けられるように、略立方体上のカートリッジに形成したものである。
【００４７】
　副制御回路収容ケース７２２は、略立方体状の箱であり、この副制御回路収容ケース７
２２の内部には、副制御回路７２１が収められる。この副制御回路収容ケース７２２表面
には、矩形状の開口７２２Ａが形成されている。この開口７２２Ａは、上述のＲＯＭカー
トリッジ７２３よりもやや大きく形成されている。ＲＯＭカートリッジ７２３は、この開
口７２２Ａを通して副制御回路収容ケース７２２の内部に挿入され、これにより、副制御
回路７２１にＲＯＭカートリッジ７２３が接続される。
　また、副制御回路収容ケース７２２の表面のうち開口７２２Ａの上下には、それぞれ、
略水平方向に延びる円柱状のＲＯＭカバー開閉軸７２２Ｂと、後述の結束バンド５２（図
７）を挿通させる本体側バンド挿通孔７２２Ｃ（図８）と、が設けられている。
【００４８】
　図５は、ＲＯＭカバー７２４の構成を示す斜視図である。
　図６は、ＲＯＭカバー７２４の構成を示す側面図である。
　図７は、結束バンド５２の構成を示す斜視図である。
　図８は、ＲＯＭカバー７２４及びＲＯＭカートリッジ７２３の構成を示す部分斜視図で
ある。
【００４９】
　図５及び図６に示すように、ＲＯＭカバー７２４は、略矩形状の部材である。このＲＯ
Ｍカバー７２４の略中心は、ＲＯＭカートリッジ７２３の形状をかたどった立体部７２４
Ａが形成されている。また、このＲＯＭカバー７２４の上下端には、それぞれ、上述のＲ
ＯＭカバー開閉軸７２２Ｂに取り付けられる開閉軸取付部７２４Ｂと、結束バンド５２が
挿通されるカバー側バンド挿通孔７２４Ｃと、が設けられている。
【００５０】
　開閉軸取付部７２４Ｂは、円柱状のＲＯＭカバー開閉軸７２２Ｂを回転可能に保持する
３つの軸支持部材７２４ＢＬ，７２４ＢＣ，７２４ＢＲで構成される。これらの軸支持部
材７２４ＢＬ，７２４ＢＣ，７２４ＢＲは、それぞれ、円柱状のＲＯＭカバー開閉軸７２
２Ｂの外周面の一部と接する面を有し、ＲＯＭカバー開閉軸７２２Ｂを挟んで交互に設け
られる。
【００５１】
　結束バンド５２は、図７に示すように、帯状の締付け部５２１と、この締付け部５２１
の基端側に設けられた係止部５２２と、を備える。締付け部５２１は、合成樹脂で形成さ
れて可撓性を有しており、その先端部分には、Ｖ字状の溝５２１Ａが一定間隔で設けられ
ている。係止部５２２は、四角筒状に形成されており、その内部には爪５２２Ａが設けら
れている。また、締付け部５２１の溝５２１Ａが設けられていない面には、社名「Ａ」を
示す刻印５２３が設けられている。
　この結束バンド５２は、締付け部５２１で対象物を包囲した状態で、この締付け部５２
１の先端を係止部５２２に挿入し、締付け部５２１の溝５２１Ａを係止部５２２の爪５２
２Ａに係止させることにより、対象物を締め付けた状態で保持できる。
【００５２】
　図８に示すように、ＲＯＭカバー７２４は、ＲＯＭカバー開閉軸７２２Ｂに開閉軸取付
部７２４Ｂの軸支持部材７２４ＢＬ，７２４ＢＣ，７２４ＢＲを嵌め込んで保持すること
によって、ＲＯＭカバー開閉軸７２２Ｂを軸として開閉可能に取り付けられる。また、Ｒ
ＯＭカバー７２４が閉じた状態では、副制御回路収容ケース７２２に挿入されたＲＯＭカ
ートリッジ７２３は、ＲＯＭカバー７２４の立体部７２４Ａにより覆われる。
【００５３】
　また、ＲＯＭカバー７２４のカバー側バンド挿通孔７２４Ｃは、ＲＯＭカバー７２４が
閉じた状態で、副制御回路収容ケース７２２に設けられた本体側バンド挿通孔７２２Ｃと
、略一致するように設けられる。このように、カバー側バンド挿通孔７２４Ｃと本体側バ
ンド挿通孔７２２Ｃとを一致させた状態で、上述の結束バンド５２を挿通させ、締付ける
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ことにより、ＲＯＭカバー７２４は閉じた状態で固定される。
【００５４】
　また、図８に示すように、社名の刻印５２３が設けられた結束バンド５２でＲＯＭカバ
ー７２４を固定することにより、ＲＯＭカートリッジ７２３の交換作業が、結束バンド５
２を有する者により行われたことを明確にできる。したがって、例えば、この遊技機１の
メンテナンスを行う作業者以外の者により、結束バンド５２が切断され、ＲＯＭカートリ
ッジ７２３を交換する等の不正が行われた場合には、このような不正が行われたことを直
ちに知ることができる。
【００５５】
　Ｉ／Ｏ基板７２５は、副制御回路７２１と他の装置とを電気的に接続する複数のコネク
タを備える基板であり、サブベース４２の略平らに形成された領域のうち、図３中右方の
領域に配置される。
　副制御回路７２１は、後に詳述するように、主制御回路７１１、液晶表示部５ａ、操作
部１７、ＬＥＤ類１０１、ランプ類１０２、スピーカ９Ｌ，９Ｒ、及び音量調節部１０３
等の複数の装置と接続される（図１３）。これらの接続を、Ｉ／Ｏ基板７２５のコネクタ
を介して接続することにより、複雑な配線を集約できる。
　また、副制御回路７２１と接続する装置を更に増やす場合には、このＩ／Ｏ基板７２５
を交換するだけでよい。すなわち、より多い数のコネクタを備えるＩ／Ｏ基板７２５に交
換することによって、更に多くの装置を副制御回路７２１に接続することができる。
【００５６】
　図３及び図４に示すように、ミドルドア４０は、略矩形状の部材であり、図３中上部と
下部とに分けられる。ミドルドア４０上部は、主制御ユニット７１を支持する主制御ユニ
ットベース４０１であり、ミドルドア４０下部は、リールユニット７３を支持するリール
ユニットベース４０２である。
【００５７】
　主制御ユニットベース４０１は、略板状であり、主制御ユニット７１を水平に支持する
主制御ユニット支持部４０８と、主制御ユニット支持部４０８の上端に形成されてＲＯＭ
カバー７２４を覆うプレート４０４と、を備える。
　主制御ユニット支持部４０８には、後述の主制御コネクタカバー７１４の凹部７１４Ｂ
に係止する突没可能な係止部４８と、固定手段としてのストッパー５３が挿入されるスト
ッパー挿通孔４０２Ａ，４０２Ｂと、が形成されている。また、この主制御ユニット支持
部４０８の上端は、ミドルドア４０が閉じた状態では、副制御ユニット７２の副制御回路
収容ケース７２２の下端に隣接する。
【００５８】
　プレート４０４は、板状の部材であり、主制御ユニットベース４０１の上端から、略鉛
直方向に延出する。また、このプレート４０４の水平方向の幅は、ＲＯＭカバー７２４の
幅よりも広く形成されている。これにより、後に図９を参照して詳述するように、ミドル
ドア４０が閉じた状態では、プレート４０４はＲＯＭカバー７２４を覆う。
【００５９】
　係止部４８は、主制御ユニット支持部４０８の上端部に形成されて、主制御ユニットベ
ース４０１に対し略垂直に延びる。また、この係止部４８は、図示しないばねにより付勢
されており、これにより、ミドルドア４０が閉じた状態では主制御ユニット支持部４０８
から突出し、ミドルドア４０が開いた状態では主制御ユニット支持部４０８に埋没する。
　なお、ミドルドア４０の開閉に伴う係止部４８の動作については、後に詳述する。
【００６０】
　リールユニットベース４０２は、リールユニット７３を支持するリールユニット支持部
４０９と、このリールユニット支持部４０９の図３中左側の端縁に設けられた把持部とし
てのミドルドア把持部４０７と、リールユニット支持部４０９のミドルドア把持部４０７
の反対側の端縁（図３中右側の端縁）に設けられた回動軸部４０６と、を備える。
　また、リールユニット支持部４０９の図３中下端には、上述のストッパー挿通孔４０２
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Ａ，４０２Ｂと略同形のストッパー挿通孔４０２Ｃが形成されている。
【００６１】
　リールユニット支持部４０９は、前面ドア２に設けられた表示窓４Ｌ，４Ｃ，４Ｒの外
縁と略同形のつば４０５が設けられ、これにより略矩形状の開口が形成されている。リー
ルユニット７３は、このつば４０５を介してミドルドア４０に取り付けられる。
【００６２】
　回動軸部４０６は、リールユニット支持部４０９から図３中右側方に延びる回動軸腕部
４０６Ａ，４０６Ｂと、これら回動軸腕部４０６Ａ，４０６Ｂの先端から下方に向かって
形成され、上述の軸受部４３１Ａ，４３１Ｂと嵌合する円柱状の軸４０６Ｃ，４０６Ｄと
、を備える。
　この回動軸４０６Ｃ，４０６Ｄを、それぞれ、軸受部４３１Ａ，４３１Ｂに上方から挿
入して嵌合することにより、ミドルドア４０は、開閉可能かつ着脱自在に前面ドア本体２
ｂの支持部４３に支持される。
　このような回動軸４０６Ｃ，４０６Ｄを設けることにより、作業者は、ミドルドア４０
を開放した状態で作業できる。すなわち、作業者は、ミドルドア４０自体に設けられた部
材の交換や、ミドルドア４０が閉じた状態では覆われている部材などの交換を、ミドルド
ア４０が開いた状態で行うことができる。
【００６３】
　ミドルドア把持部４０７は、リールユニット支持部４０９から図３中左側方に延びる把
持腕部４０７Ａ，４０７Ｂと、この把持腕部４０７Ａ，４０７Ｂの先端同士を連結し凹凸
が形成された円柱状の把持部本体４０７Ｃと、を備える。
【００６４】
　このようなミドルドア把持部４０７を設けることにより、作業者は、このミドルドア４
０自体を取り外して交換できるとともに、取り外したミドルドア４０を把持して容易に搬
送できるので、この交換作業をさらに簡易化できる。
　また、交換が容易なミドルドア４０に、主制御ユニット７１及びリールユニット７３を
設けた。したがって、作業者は、主制御ユニット７１及びリールユニット７３の交換作業
、すなわち、遊技機の機種変更の作業を容易に行うことができる。
【００６５】
　また、ミドルドア４０にミドルドア把持部４０７を設けることにより、作業者は、ミド
ルドア把持部４０７を把持してミドルドア４０を開放し、この状態で、前面ドア２及びミ
ドルドア４０の部品交換などの作業を行うことができる。したがって、作業性をより向上
できる。
【００６６】
　ストッパー５３は、棒状の部材であり、その先端側には側方に突出した爪５３１が形成
され、基端側には作業者が保持するためのつまみ５３２が形成されている。
　また、上述した前面ドア本体２ｂのうち、ミドルドア４０が閉じた状態でこれらストッ
パー挿通孔４０２Ａ，４０２Ｂ，４０２Ｃと一致する位置には、ストッパー５３の爪５３
１が挿入される挿入部が形成されて、ストッパー５３の爪５３１が係止される（図示せず
）。
【００６７】
　ストッパー５３により、ミドルドア４０を前面ドア本体２ｂに固定する手順は次のよう
になる。
　まず、ミドルドア４０を閉じて、ミドルドア４０のストッパー挿通孔４０２Ａ，４０２
Ｂ，４０２Ｃと前面ドア本体２ｂの挿入部とをそれぞれ一致させて、ストッパー５３をス
トッパー挿通孔４０２Ａ，４０２Ｂ，４０２Ｃに挿通するとともに前面ドア本体２ｂの挿
入部に挿入する。
【００６８】
　次いで、ストッパー５３を、挿通した方向に対し略９０度回動させる。すると、ストッ
パー５３の爪５３１は、前面ドア本体２ｂの挿入穴に係止される。このようにして、スト
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ッパー５３により、ミドルドア４０は、このドアが閉じた状態で前面ドア本体２ｂの裏面
に固定される。
　したがって、ミドルドア４０を前面ドア本体２ｂの裏面にがたつきなく固定できるとと
もに、このミドルドア４０が脱落するのを防止できる。
【００６９】
　主制御ユニット７１は、副制御ユニット７２やリールユニット７３等を制御する主制御
回路７１１と、この主制御回路７１１とリールユニット７３及び後述の電源ユニット６６
等とを電気的に接続する主制御接続手段としての主制御コネクタ７１３と、主制御回路７
１１を収容しミドルドア４０の主制御ユニット支持部４０８に取り付けられる主制御回路
収容ケース７１２と、主制御コネクタ７１３を開閉自在に覆う主制御コネクタカバー７１
４と、を備える。
【００７０】
　主制御回路７１１は、遊技者による停止ボタン７Ｌ，７Ｃ，７Ｒの操作に基づいてリー
ルユニット７３を制御する電子回路である。後に図１１を参照して詳述するように、この
主制御回路７１１は、副制御回路７２１、後述のドア中継基板５４（図１１）、及び電源
ユニット６６等と電気的に接続されている。なお、この主制御回路７１１の回路の構成に
ついては、後に図１２を参照して詳述する。
【００７１】
　主制御コネクタ７１３は、主制御回路７１１から引出された図示しない配線と、上述の
副制御回路７２１、ドア中継基板５４、及び電源ユニット６６等から引出された図示しな
い配線とを接続するコネクタである。例えば、ドア中継基板５４を介して接続された停止
ボタン７Ｌ，７Ｃ、７Ｒや、副制御回路７２１等の交換作業や、主制御回路７１１と電源
ユニット６６との電気的な接続に関する作業では、この主制御コネクタ７１３を抜く必要
がある。
【００７２】
　主制御回路収容ケース７１２は、略立方体状の収容容器であり、図３中右側の端部には
図示しない開放部が形成されている。この主制御回路収容ケース７１２には、主制御回路
７１１が収容され、上述の開放部が形成された位置には、主制御コネクタ７１３が、この
開放部から露出するように配置されている。また、開放部が形成された端部には、係止部
４８と略平行に延びるコネクタカバー開閉軸７１２Ａが設けられている。
【００７３】
　主制御コネクタカバー７１４は、板状の部材であり、開閉軸取付孔７１４Ａが形成され
ている。この開閉軸取付孔７１４Ａに上述のコネクタカバー開閉軸７１２Ａを挿通させる
ことにより、主制御コネクタカバー７１４は、主制御回路収容ケース７１２に開閉可能に
取り付けられる。
【００７４】
　また、上述の開放部から露出した主制御コネクタ７１３は、主制御コネクタカバー７１
４が閉じることで覆われる。したがって、主制御コネクタ７１３の抜き差し等の作業は、
主制御コネクタカバー７１４を開けた状態で行われる。
　また、主制御コネクタカバー７１４の前面ドア本体２ｂ側には、上述の係止部４８が係
止する凹部７１４Ｂが形成されている。
　なお、係止部４８の動作と主制御コネクタカバー７１４の開閉に関する説明は、後に図
９を参照して詳述する。
【００７５】
　リールユニット７３は、円筒状の複数のリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒと、これらリール３Ｌ
，３Ｃ，３Ｒを回転駆動するステッピングモータ４９Ｌ，４９Ｃ，４９Ｒ（図１２）と、
これらリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒ及びステッピングモータ４９Ｌ，４９Ｃ，４９Ｒを収容す
るリールボックス７３１と、を備える。
【００７６】
　リールボックス７３１は、箱状の収容容器である。このリールボックス７３１の前面に
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は、リールユニットベース４０２のつば４０５と略同形のつば７３２が形成されており、
これにより開放面が形成される。各リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒは、この開放面に対して略垂
直にして、リールボックス７３１に収納される。また、これらリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒに
は、それぞれ、回転軸と同軸にしてステッピングモータ４９Ｌ、４９Ｃ，４９Ｒ（図１２
）が取り付けられている。
　このように構成されたリールユニット７３は、つば７３２をリールユニットベース４０
２のつば４０５に合わせた状態で、図示しないねじで締め付けることにより取り付けられ
る。
【００７７】
　図９を参照して、ミドルドア４０の係止部４８及びプレート４０４の動作について説明
する。
　図９は、前面ドア本体２ｂ及びミドルドア４０の部分斜視図であり、ミドルドア４０が
閉じた状態を示す。
【００７８】
　まず、ミドルドア４０の係止部４８の動作について説明する。
　図９に示すように、ミドルドア４０を閉じると、主制御ユニット支持部４０８に設けら
れた係止部４８は、主制御ユニット支持部４０８から突出し、係止部４８の先端部が、主
制御コネクタカバー７１４の凹部７１４Ｂに位置する。これにより、主制御コネクタカバ
ー７１４は、この主制御コネクタカバー７１４が閉じた状態で係止部４８により係止され
、コネクタカバー開閉軸７１２Ａを軸として開くことができなくなる。
　また、ミドルドア４０を開くと、係止部４８は、主制御ユニット支持部４０８に埋没す
る。これにより、主制御コネクタカバー７１４は、コネクタカバー開閉軸７１２Ａを軸と
して開くことができる。
【００７９】
　次に、ミドルドア４０のプレート４０４の動作について説明する。
　上述のように、ミドルドア４０の主制御ユニットベース４０１の上端と副制御ユニット
７２の副制御回路収容ケース７２２の下端とは、ミドルドア４０が閉じた状態では隣接し
ている。したがって、ミドルドア４０が閉じた状態では、上述のように主制御ユニットベ
ース４０１の上端から延出したプレート４０４は、副制御回路収容ケース７２２に設けら
れたＲＯＭカバー７２４の下部を覆う。
【００８０】
　これにより、ＲＯＭカバー７２４は、ミドルドア４０を閉じた状態では、ＲＯＭカバー
開閉軸７２２Ｂを軸として開くことができなくなる。また、ＲＯＭカバー７２４を開ける
ことができないので、ＲＯＭカートリッジ７２３を交換することもできなくなる。
　また、ミドルドア４０を開くと、プレート４０４は、ＲＯＭカバー７２４から離れる。
これにより、ＲＯＭカバー７２４を開けたり、さらにＲＯＭカートリッジ７２３を交換す
ることができる。
【００８１】
　図４を参照して、前面ドア２の裏面の構成について、特に前面ドア本体２ｂ裏面のミド
ルドア４０により覆われた領域の構成について説明する。
　また、図４は、ミドルドア４０を閉じた状態での、前面ドア２裏面の重畳構造を示す図
でもある。なお、図４においては、前面ドア本体２ｂ裏面のミドルドア４０により覆われ
た領域を明確にするために、ミドルドア４０の輪郭を太線で強調して描いている。
【００８２】
　前面ドア本体２ｂの裏面には、ミドルドア４０が開いた状態を検知する検知手段として
のミドルドア用電源スイッチ５５と、前面ドア２の開閉を監視する前面ドア開閉監視セン
サ５６と、ミドルドア４０の開閉を監視するミドルドア開閉監視センサ５７と、これらセ
ンサが接続されるドア監視ユニット５８と、正常なメダルと不正常なメダルとを振り分け
るメダルセレクタ４７Ａと、メダルが通過するシュート４７Ｂと、がさらに設けられてい
る。
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【００８３】
　ミドルドア用電源スイッチ５５は、前面ドア本体２ｂのミドルドア４０に覆われた領域
のうち、ストッパー挿通孔４０２Ｃの図４中右方に設けられたスイッチであり、ミドルド
ア４０の開閉により押下されるボタンを備える。このボタンは、ミドルドア４０が閉じた
状態ではミドルドア４０に押され、ミドルドア４０が開いた状態では、ミドルドア４０に
押されない。
　ミドルドア用電源スイッチ５５は、このボタンの動作と連動して、ミドルドア４０が開
いた状態では、このミドルドア４０が開いた状態であることを示す信号を、電源ユニット
６６に送信する。
　すなわち、ミドルドア用電源スイッチ５５は、ミドルドア４０が開いた状態を検知し、
信号を送信する。
　なお、このミドルドア用電源スイッチ５５と電源ユニット６６との動作については、後
に図１１を参照して詳述する。
【００８４】
　前面ドア開閉監視センサ５６は、前面ドア本体２ｂのうち、メダルセレクタ４７Ａの図
４中左方に設けられたスイッチであり、前面ドア２の開閉により押下されるボタンを備え
る。このボタンは、前面ドア２が閉じた状態ではキャビネット６０に押され、前面ドア２
が開いた状態ではキャビネット６０に押されない。
　前面ドア開閉監視センサ５６は、このボタンの動作と連動して、前面ドア２が開いた状
態では、この前面ドア２が開いた状態であることを示す信号をドア監視ユニット５８に出
力する。
【００８５】
　ミドルドア開閉監視センサ５７は、前面ドア本体２ｂのミドルドア４０に覆われた領域
のうち、ストッパー挿通孔４０２Ａの図４中左方に設けられたスイッチであり、上述のミ
ドルドア用電源スイッチ５５と同様に動作するボタンを備える。
　したがって、ミドルドア開閉監視センサ５７は、ミドルドア４０が開いた状態では、こ
のミドルドア４０が開いた状態であることを示す信号をドア監視ユニット５８に出力する
。
【００８６】
　ドア監視ユニット５８は、前面ドア本体２ｂのミドルドア４０に覆われた領域のうち、
主制御ユニット７１が位置する領域に設けられ、前面ドア２及びミドルドア４０の開閉状
態を監視する装置である。このドア監視ユニットは、上述の前面ドア開閉監視センサ５６
及びミドルドア開閉監視センサ５７から出力された信号に基づいて動作する制御部と記憶
部とを備える（図示せず）。
　具体的には、制御部は、上述の前面ドア開閉監視センサ５６及びミドルドア開閉監視セ
ンサ５７から出力された信号に基づいて、これらセンサから信号が出力された時刻や、開
かれたドアの種類等のドア監視履歴情報を、記憶部に記憶させる。
　また、この制御部は、記憶部からドア監視履歴情報を読み出し、このドア監視履歴情報
に対応する信号を、副制御回路７２１に送信する。
　また、制御部は、定期的に、記憶部からドア監視履歴情報を読み出し、このドア監視履
歴情報に対応する信号を、副制御回路７２１に送信する。これに基づいて、副制御回路７
２１は、ドア監視ユニット５８から送信された信号に基づいて、ドア監視履歴情報を所定
の記憶部に記憶させたり、液晶表示部５ａに表示させる。
【００８７】
　図４に示すように、上述の停止ボタン７Ｌ，７Ｃ，７Ｒと、この停止ボタン７Ｌ，７Ｃ
，７Ｒの押下操作に基づいて電気信号を生成するスイッチなどが設けられた停止ボタン用
基板７Ｂとは、前面ドア本体２ｂのミドルドア４０に覆われた領域のうち、リールユニッ
ト７３に覆われた領域に設けられている。
　スタートレバー６と、後述のスタートスイッチ６Ｓが設けられたスタートレバー用基板
６Ｂとは、前面ドア本体２ｂのうち、ミドルドア４０の回動軸腕部４０６Ａと回動軸腕部
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４０６Ｂとの間に設けられている。
　メダル投入口２２と、後述のメダルセンサ２２Ｓとは、前面ドア本体２ｂのうち、ミド
ルドア４０の把持部４０７に覆われる領域に設けられている。
　メダルセレクタ４７Ａは、前面ドア本体２ｂのうち、前面ドア開閉監視センサ５６の図
４中右方に、その一部がミドルドア４０に覆われるようにして設けられている。
　ドア中継基板５４は、前面ドア本体２ｂのミドルドア４０に覆われた領域のうち、リー
ルユニット７３及び回動軸腕部４０６Ｂに覆われた領域に設けられている。
【００８８】
　以上のように、ミドルドア４０は、ミドルドア４０を閉じた状態では、停止ボタン７Ｌ
，７Ｃ，７Ｒ及び停止ボタン用基板７Ｂの全ての部分と、ドア中継基板５４の全ての部分
と、メダルセレクタ４７Ａの一部分と、メダル投入口２２及びメダルセンサ２２Ｓの一部
分と、ＲＯＭカートリッジ７２３及びＲＯＭカバー７２４の一部分と、を覆う。
　したがって、停止ボタン７Ｌ，７Ｃ，７Ｒ、停止ボタン用基板７Ｂ、ドア中継基板５４
、メダルセレクタ４７Ａ、メダル投入口２２、メダルセンサ２２Ｓ、ＲＯＭカートリッジ
７２３、及びＲＯＭカバー７２４の交換作業などを行うには、ミドルドア４０を開いた状
態にしなければならない。
　また、スタートレバー６及びスタートレバー用基板６Ｂは、上述のようにミドルドア４
０で覆われていないが、ミドルドア４０が閉じた状態では交換作業が困難な位置に設けら
れている。
　したがって、スタートレバー６及びスタートレバー用基板６Ｂの交換作業を行うには、
ミドルドア４０を開いた状態にしなければならない。
【００８９】
　図１０及び図１１を参照して、筐体４の内部の構成について説明する。
　図１０は、前面ドア２の裏面及びキャビネット６０の内部の構成を示す斜視図である。
　図１１は、前面ドア２及びキャビネット６０の構成を示すブロック図である。
　図１０及び図１１に示すように、キャビネット６０の内部には、上述のリールユニット
７３、主制御ユニット７１、及び副制御ユニット７２等の遊技機１を構成する部材に電力
を供給する電源ユニット６６と、メダルの収容、払出しを行うホッパー６７と、外部集中
端子板５９とが設けられ、また、前面ドア本体２ｂには、ドア中継基板５４が設けられて
いる。
【００９０】
　キャビネット６０は箱状の収容容器であり、前面には開放面６０１が形成されている。
この開放面６０１を形成する縁の一端には、前面ドア本体２ｂが取り付けられており、こ
れにより、前面ドア２はキャビネット６０に開閉可能に取り付けられている。
【００９１】
　キャビネット６０の背面には、スリット６０２Ａ，６０２Ｂ及び排熱穴６０２Ｃが設け
られている。これら、スリット６０２Ａ，６０２Ｂ及び排熱穴６０２Ｃを、キャビネット
６０の背面に設けることにより、筐体４の内部に籠った熱を排出できる。また、排熱穴６
０２Ｃは、背面スピーカ用の穴をも兼ねている。
【００９２】
　また、キャビネット６０の背面のうち、前面ドア２を閉じた場合に主制御ユニット７１
が対面する領域６０３には、上述のような通気するための穴は形成されていない。これは
、筐体４の外部から主制御ユニット７１を操作する等の不正が行われることを防止するた
めである。本実施形態では、図１０に示すように、この領域６０３に板状の補強材６０４
を設けている。これにより、主制御ユニット７１を、より確実に保護できる。
【００９３】
　キャビネット６０の下部には、電源ユニット６６及びホッパー６７が、それぞれ設けら
れている。
　ホッパー６７の正面にはメダル排出部を構成する第１排出口６７１が設けられている。
ホッパー６７内に収容されたメダルは、この第１排出口６７１から排出される。また、前
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面ドア本体２ｂの裏側には、この第１排出口６７１から排出されたメダルを受け容れる第
２排出口が設けられている（図示せず）。第１排出口６７１から排出されたメダルは、第
２排出口に受け容れられ、シュート４７Ｂを通過して、前面ドア２の正面側に設けられた
メダル払出口１５より払出され、メダル受け部１６に溜められる。
【００９４】
　電源ユニット６６には、電源をオン／オフするスイッチと、主制御回路７１１、副制御
回路７２１、及びホッパー６７などの、電力が供給される部材に接続されるコネクタと、
が設けられている。
【００９５】
　外部集中端子板５９は、キャビネット６０内部に設けられ、主制御回路７１１から送信
された現在の遊技状態等の情報を、ホールコンピュータに送信する装置である。
　ドア中継基板５４は、メダルセレクタ４７Ａ、１－ＢＥＴスイッチ１１、２－ＢＥＴス
イッチ１２、最大ＢＥＴスイッチ１３、スタートレバー６、及び停止ボタン７Ｌ，７Ｃ，
７Ｒと、主制御回路７１１と、を電気的に接続する配線が集約される基板である。
【００９６】
　図１１を参照して、ミドルドア４０の開閉に伴う、電源ユニット６６の動作について説
明する。
【００９７】
　電源ユニット６６は、外部電源から供給される電力を種々の装置に供給する電力供給手
段としての電力供給部６６２と、ミドルドア用電源スイッチ５５からの信号に基づいて、
電力供給部６６２による電力の供給を停止させる電力供給停止手段としての電力供給制御
部６６３の他、作業者が手動で操作する手動スイッチ６６４と、補助電力供給部６６５と
、を備える。
【００９８】
　電力供給部６６２には、図示しない外部電源から１００Ｖの交流電圧が供給される。こ
の電力供給部６６２は、主制御回路７１１及び副制御回路７２１等の、遊技機１を構成す
る装置に電力を供給する。
　補助電力供給部６６５は、ミドルドア用電源スイッチ５５及び電力供給制御部６６３に
のみ電力を供給する。
【００９９】
　電力供給制御部６６３は、ミドルドア用電源スイッチ５５から信号が送信されていない
状態では、作業者による手動スイッチ６６４の操作に応じて、電力供給部６６２による電
力の供給を、開始或いは停止させる。
　また、電力供給制御部６６３は、ミドルドア用電源スイッチ５５から信号が送信された
ことを条件に、電力供給部６６２による電力の供給を停止させるとともに、補助電力供給
部６６５による電力の供給を開始させて、ミドルドア用電源スイッチ５５を駆動する。
　すなわち、電力供給制御部６６３は、ミドルドア４０が開いた状態をミドルドア用電源
スイッチ５５が検知したことを条件として、電力供給部６６２による電力の供給を停止さ
せる。
　また、電力供給制御部６６３は、ミドルドア用電源スイッチ５５から信号が送信されて
いる間は、作業者による手動スイッチ６６４の操作を無効にする。
【０１００】
　以上のように構成された電源ユニット６６によれば、例えば、作業者がミドルドア４０
を開くと、ミドルドア用電源スイッチ５５は、ミドルドア４０が開いた状態を検知しミド
ルドア４０が開いた状態であることを示す信号を電力供給制御部６６３に送信し、電力供
給部６６２による電力の供給を停止させる。
【０１０１】
　また、例えば、作業者がミドルドア４０を開いている間は、ミドルドア用電源スイッチ
５５は、補助電力供給部６６５から供給される電力により駆動されてミドルドア４０が開
いた状態であることを示す信号を電力供給制御部６６３に送信し続ける。したがって、作
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業者が手動スイッチ６６４を操作しても、この操作は無効とされ、電力供給部６６２によ
る電力の供給は開始されない。
　また、作業者がミドルドア４０を閉じると、ミドルドア用電源スイッチ５５から信号が
送信されなくなる。したがって、作業者による手動スイッチ６６４の操作により、電力供
給部６６２の電力の供給が開始される。
【０１０２】
　以上のような電力供給部６６２及び電力供給制御部６６３を、電源ユニット６６に設け
た。これにより、例えば、作業者が、上述の少なくとも一部がミドルドア４０で覆われた
部品、すなわち、停止ボタン７Ｌ，７Ｃ，７Ｒ、停止ボタン用基板７Ｂ、ドア中継基板５
４、メダルセレクタ４７Ａ、メダル投入口２２、メダルセンサ２２Ｓ、ＲＯＭカートリッ
ジ７２３、及びＲＯＭカバー７２４のいずれかを交換するために、ミドルドア４０を開け
ると、これに伴い電力の供給は自動的に停止される。このため、電力の供給を続けたまま
、これらの部品の交換作業が行われることがなくなる。
　したがって、電力が供給された状態で、交換部品が取り外されることがなくなるので、
これら交換部品の破損や故障を防ぐことができる。
【０１０３】
　また、交換作業を行うためにミドルドア４０を開くだけで電力の供給を停止できるので
、作業者は、交換作業を行う度に電源ユニット６６を操作して電力の供給を停止させる必
要が無くなる。したがって、交換作業を簡易化できる。
【０１０４】
　図１２は、遊技機１における遊技処理動作を制御する主制御回路７１１と、主制御回路
７１１に電気的に接続する周辺装置（アクチュエータ）と、主制御回路７１１から送信さ
れる制御指令に基づいて液晶表示部５ａ、スピーカ９Ｌ，９Ｒ、ＬＥＤ類１０１及びラン
プ類１０２を制御する副制御回路７２１とを含む回路構成を示すブロック図である。
【０１０５】
　主制御回路７１１は、回路基板上に配置されたマイクロコンピュータ３０を主たる構成
要素とし、これに乱数サンプリングのための回路を加えて構成されている。マイクロコン
ピュータ３０は、予め設定されたプログラムに従って制御動作を行うＣＰＵ３１と、記憶
手段であるＲＯＭ３２及びＲＡＭ３３を含む。
【０１０６】
　ＣＰＵ３１には、基準クロックパルスを発生するクロックパルス発生回路３４及び分周
器３５と、サンプリングされる乱数を発生する乱数発生器３６及びサンプリング回路３７
とが接続されている。尚、乱数サンプリングのための手段として、マイクロコンピュータ
３０内で、即ちＣＰＵ３１の動作プログラム上で、乱数サンプリングを実行するように構
成してもよい。その場合、乱数発生器３６及びサンプリング回路３７は省略可能であり、
或いは、乱数サンプリング動作のバックアップ用として残しておくことも可能である。
【０１０７】
　マイクロコンピュータ３０のＲＯＭ３２には、スタートレバー６を操作（スタート操作
）する毎に行われる乱数サンプリングの判定に用いられる内部抽籤テーブル、停止ボタン
の操作に応じてリールの停止態様を決定するための停止テーブル群、副制御回路７２１へ
送信するための各種制御指令（コマンド）等が格納されている。副制御回路７２１が主制
御回路７１１へコマンド、情報等を入力することはなく、主制御回路７１１から副制御回
路７２１への一方向で通信が行われる。ＲＡＭ３３には、種々の情報が格納される。例え
ば、フラグ、内部当籤役、後述の持越役、現在の遊技状態の情報等が格納される。
【０１０８】
　図１２の回路において、マイクロコンピュータ３０からの制御信号により動作が制御さ
れる主要なアクチュエータとしては、ＢＥＴランプ（１－ＢＥＴランプ９ａ、２－ＢＥＴ
ランプ９ｂ、最大ＢＥＴランプ９ｃ）と、情報表示部１８と、メダルを収納し、ホッパー
駆動回路４１の命令により所定枚数のメダルを払い出すホッパー（払出しのための駆動部
を含む）６７と、リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒを回転駆動するステッピングモータ４９Ｌ，４
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９Ｃ，４９Ｒと、がある。
【０１０９】
　また、ステッピングモータ４９Ｌ，４９Ｃ，４９Ｒを駆動制御するモータ駆動回路３９
、ホッパー６７を駆動制御するホッパー駆動回路４１、ＢＥＴランプ９ａ，９ｂ，９ｃを
駆動制御するランプ駆動回路４５、及び情報表示部１８を駆動制御する表示部駆動回路６
１がＣＰＵ３１の出力部に接続されている。これらの駆動回路は、それぞれＣＰＵ３１か
ら出力される駆動指令等の制御信号を受けて、各アクチュエータの動作を制御する。
【０１１０】
　また、マイクロコンピュータ３０が制御指令を発生するために必要な入力信号を発生す
る主な入力信号発生手段としては、スタートスイッチ６Ｓ、１－ＢＥＴスイッチ１１、２
－ＢＥＴスイッチ１２、最大ＢＥＴスイッチ１３、Ｃ／Ｐスイッチ１４、メダルセンサ２
２Ｓ、リール停止信号回路４６、リール位置検出回路５０、払出完了信号回路５１がある
。
【０１１１】
　スタートスイッチ６Ｓは、スタートレバー６の操作を検出し、遊技開始指令信号を出力
する。メダルセンサ２２Ｓは、メダル投入口２２に投入されたメダルを検出する。リール
停止信号回路４６は、各停止ボタン７Ｌ，７Ｃ，７Ｒの操作に応じて停止信号（停止指令
信号）を発生する。リール位置検出回路５０は、リール回転センサからのパルス信号を受
けて各リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒの位置を検出するための信号をＣＰＵ３１へ供給する。払
出完了信号回路５１は、メダル検出部４０Ｓの計数値（ホッパー６７から払出されたメダ
ルの枚数）が指定された枚数データに達した時、メダル払出完了を検知するための信号を
発生する。
【０１１２】
　図１２の回路において、乱数発生器３６は、一定の数値範囲に属する乱数を発生し、サ
ンプリング回路３７は、スタートレバー６が操作された後の適宜のタイミングで１個の乱
数をサンプリングする。こうしてサンプリングされた乱数を使用することにより、例えば
ＲＯＭ３２内に格納されている内部抽籤テーブル等に基づいて内部当籤役等が決定される
。内部当籤役（内部当籤役データ）は、その内部当籤役に対応する停止制御の態様等を介
して、対応する図柄組合せと遊技者に付与される利益とが間接的に対応付けられていると
いえる。
【０１１３】
　リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒの回転が開始された後、ステッピングモータ４９Ｌ，４９Ｃ，
４９Ｒの各々に供給される駆動パルスの数が計数され、その計数値はＲＡＭ３３の所定エ
リアに書き込まれる。リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒからは一回転毎にリセットパルスが得られ
、これらのパルスはリール位置検出回路５０を介してＣＰＵ３１に入力される。こうして
得られたリセットパルスにより、ＲＡＭ３３で計数されている駆動パルスの計数値が“０
”にクリアされる。これにより、ＲＡＭ３３内には、各リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒについて
一回転の範囲内における回転位置に対応した計数値が格納される。
【０１１４】
　上記のようなリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒの回転位置とリール外周面上に描かれた図柄とを
対応づけるために、図柄テーブル（図示せず）が、ＲＯＭ３２内に格納されている。この
図柄テーブルでは、前述したリセットパルスが発生する回転位置を基準として、各リール
３Ｌ，３Ｃ，３Ｒの一定の回転ピッチ毎に順次付与されるコードナンバーと、それぞれの
コードナンバー毎に対応して設けられた図柄を示す図柄コードとが対応づけられている。
【０１１５】
　更に、ＲＯＭ３２内には、図柄組合せテーブルが格納されている。この図柄組合せテー
ブルでは、役に対応する図柄の組合せと、図柄の組合せに対応するメダル配当枚数と、そ
の判定コードとが対応づけられている。上記の図柄組合せテーブルは、左のリール３Ｌ、
中央のリール３Ｃ、右のリール３Ｒの停止制御時、及び全リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒの停止
後の表示役の確認を行う場合に参照される。表示役は、表示ラインに沿って並ぶ図柄組合
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せに対応する役（成立役）である。
【０１１６】
　上記乱数サンプリングに基づく抽籤処理（内部抽籤処理等）に基づいて、ＣＰＵ３１は
、遊技者が停止ボタン７Ｌ，７Ｃ，７Ｒを操作したタイミングでリール停止信号回路４６
から送られる操作信号、及び選択された停止テーブルに基づいて、リール３Ｌ，３Ｃ，３
Ｒを停止制御する信号をモータ駆動回路３９に送る。
【０１１７】
　当籤した役を示す停止態様となれば、ＣＰＵ３１は、払出指令信号をホッパー駆動回路
４１に供給してホッパー６７から所定個数のメダルの払出を行う。その際、メダル検出部
４０Ｓは、ホッパー６７から払出されるメダルの枚数を計数し、その計数値が指定された
数に達した時に、メダル払出完了信号がＣＰＵ３１に入力される。これにより、ＣＰＵ３
１は、ホッパー駆動回路４１を介してホッパー６７の駆動を停止し、メダル払出処理を終
了する。
【０１１８】
　図１３を参照して、副制御回路７２１について説明する。
【０１１９】
　図１３は、副制御回路７２１の回路構成を示すブロック図である。副制御回路７２１は
、画像制御回路（ｇＳｕｂ）７２１ａと、音・ランプ制御回路（ｍＳｕｂ）７２１ｂとか
ら構成されている。この画像制御回路（ｇＳｕｂ）７２１ａ又は音・ランプ制御回路（ｍ
Ｓｕｂ）７２１ｂは、主制御回路７１１を構成する回路基板とは各々別の回路基板上に構
成されている。
【０１２０】
　主制御回路７１１と画像制御回路（ｇＳｕｂ）７２１ａとの間の通信は、主制御回路７
１１から画像制御回路（ｇＳｕｂ）７２１ａへの一方向で行われ、画像制御回路（ｇＳｕ
ｂ）７２１ａが主制御回路７１１へコマンド、情報等を入力することはない。また、画像
制御回路（ｇＳｕｂ）７２１ａと音・ランプ制御回路（ｍＳｕｂ）７２１ｂとの間の通信
は、画像制御回路（ｇＳｕｂ）７２１ａから音・ランプ制御回路（ｍＳｕｂ）７２１ｂへ
の一方向で行われ、音・ランプ制御回路（ｍＳｕｂ）７２１ｂが画像制御回路（ｇＳｕｂ
）７２１ａへコマンド、情報等を入力することはない。
【０１２１】
　画像制御回路（ｇＳｕｂ）７２１ａは、ＲＯＭカートリッジ７２３、画像制御マイコン
８１、シリアルポート８２、ワークＲＡＭ８４、カレンダＩＣ８５、画像制御ＩＣ８６、
制御ＲＡＭ８７、及びビデオＲＡＭ８９で構成される。
【０１２２】
　ＲＯＭカートリッジ７２３は、プログラムＲＯＭ８３と、画像ＲＯＭ８８とを備え、副
制御回路７２１に着脱自在に取り付けられる。プログラムＲＯＭ８３は、画像制御マイコ
ン８１で実行する制御プログラム等が格納される。画像ＲＯＭ８８は、画像を生成するた
めの画像データ、ドットデータ等を格納する。
　図１３に示すように、ＲＯＭカートリッジ７２３が副制御回路７２１に接続された状態
では、プログラムＲＯＭ８３は画像制御マイコン８１に接続され、画像ＲＯＭ８８は画像
制御ＩＣ８６に接続される。
【０１２３】
　画像制御マイコン８１は、ＣＰＵ、割込コントローラ、入出力ポート（シリアルポート
は図示）を備えている。画像制御マイコン８１に備えられたＣＰＵは、主制御回路７１１
から送信されたコマンドに基づき、プログラムＲＯＭ８３内に格納された制御プログラム
に従って各種の処理を行う。尚、画像制御回路（ｇＳｕｂ）７２１ａは、クロックパルス
発生回路、分周器、乱数発生器及びサンプリング回路を備えていないが、画像制御マイコ
ン８１の動作プログラム上で乱数サンプリングを実行するように構成されている。
【０１２４】
　シリアルポート８２は、主制御回路７１１から送信されるコマンド等を受信する。ワー
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クＲＡＭ８４は、画像制御マイコン８１が前述した制御プログラムを実行する場合の、作
業用の一時記憶手段として構成される。ワークＲＡＭ８４には、種々の情報が格納される
。
【０１２５】
　カレンダＩＣ８５は、日付データを記憶する。画像制御マイコン８１には、操作部１７
が接続されている。実施例では、この操作部１７を遊技場の従業員等が操作することによ
り日付の設定等が行われるようになっている。画像制御マイコン８１は、操作部１７から
送信される入力信号に基づいて設定された日付情報をカレンダＩＣ８５に記憶する。カレ
ンダＩＣ８５に記憶された日付情報はバックアップされることとなる。
【０１２６】
　また、前述のワークＲＡＭ８４とカレンダＩＣ８５は、バックアップ対象となっている
。つまり、画像制御マイコン８１に供給される電源が遮断された場合であっても、電源が
供給され続け、記憶された情報等の消去が防止される。
【０１２７】
　画像制御ＩＣ８６は、画像制御マイコン８１により決定された演出内容（前述の報知態
様演出等）に応じた画像を生成し、液晶表示部５ａに出力する。
【０１２８】
　制御ＲＡＭ８７は、画像制御ＩＣ８６の中に含まれている。画像制御マイコン８１は、
この制御ＲＡＭ８７に対して情報等の書き込みや読み出しを行う。また、制御ＲＡＭ８７
には、画像制御ＩＣ８６のレジスタと、スプライト属性テーブルと、カラーパレットテー
ブルと、が展開されている。画像制御マイコン８１は、画像制御ＩＣ８６のレジスタと、
スプライト属性テーブルとを所定のタイミングごとに更新する。
【０１２９】
　画像制御ＩＣ８６には、液晶表示部５ａと、画像ＲＯＭ８８と、ビデオＲＡＭ８９とが
接続されている。尚、画像ＲＯＭ８８が画像制御マイコン８１に接続された構成であって
もよい。この場合、３次元画像データ等大量の画像データを処理する場合に有効な構成と
なる。ビデオＲＡＭ８９は、画像制御ＩＣ８６で画像を生成する場合の一時記憶手段とし
て構成される。また、画像制御ＩＣ８６は、ビデオＲＡＭ８９のデータを液晶表示部５ａ
に転送終了する毎に画像制御マイコン８１に信号を送信する。
【０１３０】
　また、画像制御回路（ｇＳｕｂ）７２１ａでは、画像制御マイコン８１が、音・ランプ
の演出の制御も行うこととなっている。画像制御マイコン８１は、決定された演出に基づ
いて、音・ランプの種類及び出力タイミングを決定する。そして、画像制御マイコン８１
は、所定のタイミングごとに、音・ランプ制御回路（ｍＳｕｂ）７２１ｂにシリアルポー
ト８２を介してコマンドを送信する。音・ランプ制御回路（ｍＳｕｂ）７２１ｂでは、主
に、画像制御回路（ｇＳｕｂ）７２１ａから送信されたコマンドに応じて、音・ランプの
出力のみを行うこととなる（後述する音量調節制御を除く）。
【０１３１】
　音・ランプ制御回路（ｍＳｕｂ）７２１ｂは、音・ランプ制御マイコン９１、シリアル
ポート９２、プログラムＲＯＭ９３、ワークＲＡＭ９４、音源ＩＣ９５、パワーアンプ９
６、音源ＲＯＭ９７で構成される。
【０１３２】
　音・ランプ制御マイコン９１は、ＣＰＵ、割込コントローラ、入出力ポート（シリアル
ポートは図示）を備えている。音・ランプ制御マイコン９１に備えられたＣＰＵは、画像
制御回路（ｇＳｕｂ）７２１ａから送信されたコマンドに基づき、プログラムＲＯＭ９３
内に格納された制御プログラムに従って音・ランプの出力処理を行う。また、音・ランプ
制御マイコン９１には、ＬＥＤ類１０１及びランプ類１０２が接続されている。音・ラン
プ制御マイコン９１は、画像制御回路（ｇＳｕｂ）７２１ａから所定のタイミングで送信
されるコマンドに応じて、このＬＥＤ類１０１及びランプ類１０２に出力信号を送信する
。これにより、ＬＥＤ類１０１及びランプ類１０２が演出に応じた所定の態様で発光する
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こととなる。
【０１３３】
　シリアルポート９２は、画像制御回路（ｇＳｕｂ）７２１ａから送信されるコマンド等
を受信する。プログラムＲＯＭ９３は、音・ランプ制御マイコン９１で実行する制御プロ
グラム等を格納する。ワークＲＡＭ９４は、音・ランプ制御マイコン９１が前述した制御
プログラムを実行する場合の、作業用の一時記憶手段として構成される。
【０１３４】
　音源ＩＣ９５は、画像制御回路（ｇＳｕｂ）７２１ａから送信されたコマンドに基づい
て音源を生成し、パワーアンプ９６に出力する。パワーアンプ９６は増幅器であり、この
パワーアンプ９６にはスピーカ９Ｌ，９Ｒが接続されている。パワーアンプ９６は、音源
ＩＣ９５から出力された音源を増幅し、増幅した音源をスピーカ９Ｌ，９Ｒから出力させ
る。音源ＲＯＭ９７は、音源を生成するための音源データ（フレーズ等）等を格納する。
【０１３５】
　また、音・ランプ制御マイコン９１には、音量調節部１０３が接続されている。音量調
節部１０３は、遊技場の従業員等により操作可能となっており、スピーカ９Ｌ，９Ｒから
出力される音量の調節が行われる。音・ランプ制御マイコン９１は、音量調節部１０３か
ら送信される入力信号に基づいて、スピーカ９Ｌ，９Ｒから出力される音を入力された音
量に調節する制御を行う。
【実施例２】
【０１３６】
　図１４及び図１５を参照して、実施例２の遊技機２０１について説明する。
　なお、以下の実施例２の説明にあたって、実施例１と同一構成要件については同一符号
を付し、その説明を省略もしくは簡略化する。
【０１３７】
　実施例１の遊技機１では、ミドルドア把持部４０７を、ミドルドア４０のリールユニッ
ト支持部４０９の端縁から側方に延びる把持腕部４０７Ａ，４０７Ｂと、これら把持腕部
４０７Ａ，４０７Ｂの先端同士を連結する把持部本体４０７Ｃと、を含んで構成した。
【０１３８】
　これにより、実施例１の遊技機１では、作業者は、ミドルドア把持部４０７の把持部本
体４０７Ｃを把持してミドルドア４０を開閉できるものの、ミドルドア把持部４０７は、
リールユニット支持部４０９の側方から延出して形成されているため、ミドルドア４０の
幅方向の長さが長くなってしまう。このため、ミドルドアの幅方向の長さが短い遊技機が
望まれていた。
【０１３９】
　図１４は、前面ドアの裏面の構成を示す部分斜視図である。具体的には、図１４は、遊
技機２０１の前面ドア裏面のうち、ミドルドア２４０の構成を示す部分斜視図である。
【０１４０】
　本実施例では、ミドルドア２４０のリールユニットベース６０２と、リールユニット２
７３のリールボックス９３１と、の構成が実施例１と異なる。具体的には、実施例１にお
けるミドルドア把持部４０７（図３）を設けずに、作業者の指が係止可能な係止部６０７
を、リールユニット２７３のリールボックス９３１に設けた。
　また、この相違点に加えて、本実施例では、ミドルドア２４０の主制御ユニット支持部
５０８及びリールユニット支持部５０９の構成が実施例１と異なる。具体的には、主制御
ユニット支持部５０８及びリールユニット支持部５０９に形成されたストッパー挿通孔５
０２Ａ，５０２Ｂ，５０２Ｃの周囲の構成と、これらストッパー挿通孔５０２Ａ，５０２
Ｂ，５０２Ｃに挿通されるストッパー１５３の構成とが、実施例１と異なる。
【０１４１】
　まず、リールユニット２７３のうち、実施例１と異なる構成について説明する。
　リールユニット２７３は、円筒状の複数のリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒと、これらリール３
Ｌ，３Ｃ，３Ｒを回転駆動するステッピングモータ４９Ｌ，４９Ｃ，４９Ｒ（図１２）と
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、これらリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒ及びステッピングモータ４９Ｌ，４９Ｃ，４９Ｒを収容
するリールボックス９３１と、を備える。
【０１４２】
　リールボックス９３１は、実施例１におけるリールボックス７３１と同様の構成である
が、リールボックス９３１の外側の面のうち、挿入されたリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒと略平
行な、互いに背中合わせの２つの面には、それぞれ、係止部６０７が設けられている。
【０１４３】
　これら係止部６０７は、直方体の箱状であり、そのうちリールボックス９３１のつば７
３２側の面には、凹部６０７Ａが形成されており、さらに、この凹部６０７Ａの底面には
、作業者が指を揃えて挿入できる指挿入穴６０７Ｂが形成されている。
　また、これら係止部６０７の面のうち、リールボックス９３１の側面に接する面と対向
する面６０７Ｃは、後述のようにして作業者が係止部６０７を把持する際に、作業者の手
のひらが密着しやすいように湾曲している。
　このように構成されたリールユニット２７３は、つば７３２をリールユニットベース６
０２のつば４０５に合わせた状態で、図示しないねじで締め付けることにより取り付けら
れる。
【０１４４】
　作業者がミドルドア２４０を開閉する手順は次のようになる。
　まず、作業者は、指を揃えて、係止部６０７の指挿入穴６０７Ｂに挿入し、指を曲げる
ことにより、指を係止部６０７に係止させる。
　次に、作業者は、係止部６０７に指を係止させた状態で、手を手前側に引き寄せ、これ
によりミドルドア２４０を開放させることができる。
【０１４５】
　また、作業者がミドルドア２４０を持つ手順は次のようになる。
　まず、作業者は、両手の指を揃えて、係止部６０７の指挿入穴６０７Ｂに挿入し、指を
曲げて力を入れることにより、手のひらを面６０７Ｃに密着させる。
　すなわち、作業者は係止部６０７を掴むようにして係止部６０７に指を係止させること
ができ、これによりミドルドア２４０を持つことができる。
【０１４６】
　すなわち、本実施例の遊技機２０１では、主制御ユニット７１及びリールユニット２７
３は、ミドルドア２４０に設けられ、前面ドア本体２ｂの裏面には、ミドルドア２４０を
開閉自在に支持する支持部４３が設けられ、リールユニット２７３は、円筒状の複数のリ
ール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒと、これらリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒを回転駆動するステッピングモ
ータ４９Ｌ，４９Ｃ，４９Ｒと、これらリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒ及びステッピングモータ
４９Ｌ，４９Ｃ，４９Ｒを収容する箱状のリールボックス９３１と、を備え、リールボッ
クス９３１の外側には、作業者の指が係止可能な係止部６０７が設けられる。
【０１４７】
　したがって、本実施例の遊技機２０１によれば、実施例１に記載された遊技機１と同等
の効果に加えて、以下の効果を奏することができる。
【０１４８】
　ミドルドア２４０を開閉したり運搬したりする際に作業者が持つ係止部６０７を、自身
の指を係止させることによって持つことができるように設けた。
　これにより、ミドルドア２４０を開閉したり運搬したりする際に作業者が持つ部分を、
手で把持することによって持つことができるような形状で設けた場合と比較して、ミドル
ドア２４０に対する係止部６０７のサイズを小さくできるとともに、ミドルドア２４０の
幅方向の長さを短くできる。
　したがって、ミドルドア２４０を前面ドア２に対して閉じた状態で、この前面ドア２を
キャビネット６０に対して閉じる場合に、作業者は、係止部６０７とキャビネット６０内
部に配置された装置とが接触しないかどうかを考慮しながら、前面ドア２を閉じる必要が
なくなるため、作業性をより向上できる。
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　すなわち、前面ドア２の開閉時において、この前面ドア２の回動軌跡により生じる係止
部６０７の位置やサイズを考慮する必要がない。
【０１４９】
　また、前面ドア２を閉じた場合に、係止部６０７がキャビネット６０の内部空間に対し
て占める割合は小さいので、キャビネット６０の内部における複数の装置の配置態様や、
キャビネット６０内部の設計などの自由度を向上できる。
【０１５０】
　また、本実施例の遊技機２０１では、このような係止部６０７は、リールボックス９３
１の互いに背中合わせの２つの面に設けられる。
【０１５１】
　したがって、例えば部品交換時において、作業者は、自身の両手の指を、これら係止部
６０７に係止させて、ミドルドア２４０を両手で安定して運搬できるので、作業性をさら
に向上できる。
【０１５２】
　次に、ストッパー１５３と、主制御ユニット支持部５０８及びリールユニット支持部５
０９と、の構成のうち、実施例１と異なる構成について説明する。
【０１５３】
　主制御ユニット支持部５０８の図１４中左右両端には、それぞれ、ストッパー１５３が
挿入されるストッパー挿通孔５０２Ａ，５０２Ｂと、これらストッパー挿通孔５０２Ａ，
５０２Ｂに挿入されたストッパー１５３の後述の係止部６３３が係止するストッパーガイ
ド５０３Ａ，５０３Ｂと、が形成されている。
　また、リールユニット支持部５０９の図１４中下端には、ストッパー挿通孔５０２Ａ，
５０２Ｂ及びストッパーガイド５０３Ａ，５０３Ｂと略同形のストッパー挿通孔５０２Ｃ
及びストッパーガイド５０３Ｃが形成されている。これらストッパー挿通孔５０２Ａ，５
０２Ｂ，５０２Ｃ及びストッパーガイド５０３Ａ，５０３Ｂ，５０３Ｃに関しては、後に
図１５を参照して詳述する。
【０１５４】
　ストッパー１５３は、棒状の部材であり、ストッパー挿通孔５０２Ａ，５０２Ｂ，５０
２Ｃに挿通可能なストッパー本体６３１と、このストッパー本体６３１の先端側に設けら
れ前面ドア本体２ｂに係止可能な爪６３２と、このストッパー本体６３１の基端側に設け
られミドルドア２４０に係止可能な係止部６３３と、を備える。このうち、係止部６３３
は、作業者が保持できるように平板状となっている。
　また、実施例１と同様に、前面ドア本体２ｂのうち、ミドルドア２４０が閉じた状態で
、ストッパー挿通孔５０２Ａ，５０２Ｂ，５０２Ｃと一致する位置には、ストッパー１５
３の爪６３２が挿入される挿入部が形成されて、ストッパー１５３の爪６３２が係止され
る（図示せず）。
【０１５５】
　図１５は、ミドルドア２４０の主制御ユニット支持部５０８の構成を示す部分斜視図で
ある。具体的には、図１５は、ミドルドア２４０の主制御ユニット支持部５０８のうち、
ストッパー挿通孔５０２Ｂ及びストッパーガイド５０３Ｂを示す部分斜視図である。以下
では、ストッパー挿通孔５０２Ｂ及びストッパーガイド５０３Ｂの構成について説明する
が、ストッパー挿通孔５０２Ａ，５０２Ｃ及びストッパーガイド５０３Ａ，５０３Ｃも同
様の構成である。
【０１５６】
　ストッパーガイド５０３Ｂは、ストッパー挿通孔５０２Ｂを囲むように円環状に形成さ
れ、ストッパー１５３が挿入される方向に向かって突出している。このストッパーガイド
５０３Ｂは、ストッパー挿通孔５０２Ｂの上方に形成された上部ガイド部５０４Ｕと、下
方に形成された下部ガイド部５０４Ｄと、で構成される。
【０１５７】
　上部ガイド部５０４Ｕは、ストッパー挿通孔５０２Ｂを囲む円周のうち、ストッパー挿
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通孔５０２Ｂの図１５中左方から上方に亘る円弧に沿って形成されている。
　具体的には、上部ガイド部５０４Ｕは、さらに４つの区間に分けられており、それぞれ
、図１５中左方から順に第１上部ガイド部５０４Ｕａ、第２上部ガイド部５０４Ｕｂ、第
３上部ガイド部５０４Ｕｃ、第４上部ガイド部５０４Ｕｄとなっている。
　第１上部ガイド部５０４Ｕａ及び第３上部ガイド部５０４Ｕｃは、所定の高さで形成さ
れ、第２上部ガイド部５０４Ｕｂは、これら第１上部ガイド部５０４Ｕａ及び第３上部ガ
イド部５０４Ｕｃよりも低く形成され、第４上部ガイド部５０４Ｕｄは、これら第１上部
ガイド部５０４Ｕａ及び第３上部ガイド部５０４Ｕｃよりもさらに高く形成されている。
【０１５８】
　下部ガイド部５０４Ｄは、ストッパー挿通孔５０２Ｂを囲む円周のうち、ストッパー挿
通孔５０２Ｂの図１５中右方から下方に亘る円弧に沿って形成されている。具体的には、
下部ガイド部５０４Ｄは、さらに４つの区間に分けられており、それぞれ、図１５中右方
から順に第１下部ガイド部５０４Ｄａ、第２下部ガイド部５０４Ｄｂ、第３下部ガイド部
５０４Ｄｃ、第４下部ガイド部５０４Ｄｄとなっている。
　第１下部ガイド部５０４Ｄａ及び第３下部ガイド部５０４Ｄｃは、所定の高さで形成さ
れ、第２下部ガイド部５０４Ｄｂは、これら第１下部ガイド部５０４Ｄａ及び第３下部ガ
イド部５０４Ｄｃよりも低く形成され、第４下部ガイド部５０４Ｄｄは、これら第１下部
ガイド部５０４Ｄａ及び第３下部ガイド部５０４Ｄｃよりもさらに高く形成されている。
【０１５９】
　したがって、円環状のストッパーガイド５０３Ｂのうち、ストッパー挿通孔５０２Ｂの
図１５中左右両側に位置する第１上部ガイド部５０４Ｕａ及び第１下部ガイド部５０４Ｄ
ａは、所定の高さで形成されており、これにより、ストッパー１５３の後述の開放可能状
態における姿勢を保持する開放可能姿勢保持部５０５となっている。
　また、円環状のストッパーガイド５０３Ｂのうち、ストッパー挿通孔５０２Ｂの図１５
中上下両側に位置する第３上部ガイド部５０４Ｕｃ及び第３下部ガイド部５０４Ｄｃは、
所定の高さで形成されており、これにより、ストッパー１５３の後述の固定状態における
姿勢を保持する固定姿勢保持部５０６となっている。
【０１６０】
　ストッパー１５３により、ミドルドア２４０を前面ドア本体２ｂに固定する手順は次の
ようになる。
　まず、ミドルドア２４０を閉じて、ミドルドア２４０のストッパー挿通孔５０２Ｂと前
面ドア本体２ｂの挿入部とをそれぞれ一致させる。この状態で、ストッパー１５３のスト
ッパー本体６３１をストッパー挿通孔５０２Ｂに挿通し、係止部６３３をストッパーガイ
ド５０３Ｂの開放可能姿勢保持部５０５に係止させる。
　これにより、ストッパー１５３を、ストッパー本体６３１がストッパー挿通孔５０２Ｂ
に挿通した状態で、係止部６３３が開放可能姿勢保持部５０５に係止しているが、爪６３
２が前面ドア本体２ｂの挿入部に係止していない開放可能状態にする。
【０１６１】
　次いで、ストッパー１５３を、ストッパーガイド５０３Ｂに沿って、図１５中時計回り
に略９０°回動し、ストッパー１５３の係止部６３３を固定姿勢保持部５０６に係止させ
る。すると、ストッパー１５３の爪６３１は、前面ドア本体２ｂの挿入部に係止される。
　これにより、ストッパー１５３を、ストッパー本体６３１がストッパー挿通孔５０２Ｂ
に挿通した状態で、係止部６３３が固定姿勢保持部５０６に係止し、爪６３２が前面ドア
本体２ｂの挿入部に係止した固定状態にする。
【０１６２】
　以上のようにして、ストッパー１５３により、ミドルドア２４０が閉じた状態で、この
ミドルドア２４０を前面ドア本体２ｂの裏面に固定できる。
　また、この手順を、ストッパー挿通孔５０２Ａ，５０２Ｃに対しても同様に行うことに
より、ミドルドア２４０を前面ドア本体２ｂの裏面に確実に固定できる。
【０１６３】
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　また、ストッパー本体６３１がストッパー挿通孔５０２Ｂに挿通し、係止部６３３がス
トッパーガイド５０３Ｂに係止した状態では、ストッパー１５３の固定状態と、開放可能
状態と、を切り替え可能である。
　具体的には、作業者は、係止部６３３がストッパーガイド５０３Ｂの固定姿勢保持部５
０６に係止した状態から、ストッパー１５３を図１５中反時計回りに略９０°回動して、
係止部６３３がストッパーガイド５０３Ｂの開放可能姿勢保持部５０５に係止した状態に
できる。
　また、逆に、係止部６３３がストッパーガイド５０３Ｂの開放可能姿勢保持部５０５に
係止した状態から、ストッパー１５３を図１５中時計回りに略９０°回動して、係止部６
３３がストッパーガイド５０３Ｂの固定姿勢保持部５０６に係止した状態にできる。
【０１６４】
　また、上述のように、ストッパーガイド５０３Ｂのうち、第４上部ガイド部５０４Ｕｄ
及び第４下部ガイド部５０４Ｄｄは、最も高く形成されている。これにより、ストッパー
挿通孔５０２Ｂに挿入されたストッパー１５３の、ストッパーガイド５０３Ｂの回動可能
角度を制限している。
　すなわち、ストッパー１５３の開放可能状態から、このストッパー１５３を図１５中反
時計回りに回動させても、係止部６３３が第４上部ガイド部５０４Ｕｄ及び第４下部ガイ
ド部５０４Ｄｄに当接するため、この回動は規制される。
　また、ストッパー１５３の固定状態から、このストッパー１５３を図１５中時計回りに
回動させても、係止部６３３が第４上部ガイド部５０４Ｕｄ及び第４下部ガイド部５０４
Ｄｄに当接するため、この回動も規制される。
　したがって、作業者によるストッパー１５３の固定状態と開放可能状態との切り替え操
作が容易となり、作業性を向上できる。
【０１６５】
　すなわち、本実施例の遊技機２０１では、ミドルドア２４０が閉じた状態で、このミド
ルドア２４０を前面ドア本体２ｂの裏面に固定するストッパー１５３を備え、ミドルドア
２４０には、ストッパー挿通孔５０２Ａ，５０２Ｂ，５０２Ｃが形成され、ストッパー１
５３は、ミドルドア２４０のストッパー挿通孔５０２Ａ，５０２Ｂ，５０２Ｃに挿通可能
なストッパー本体６３１と、この本体６３１の先端側に設けられ前面ドア本体２ｂに係止
可能な爪６３２と、このストッパー本体６３１の基端側に設けられミドルドア２４０に係
止可能な係止部６３３と、を備え、ストッパー１５３は、爪６３２及び係止部６３３が係
止して、ミドルドア２４０を前面ドア本体２ｂの裏面に固定する固定状態と、係止部６３
３は係止するが爪６３２は係止しない開放可能状態と、を切り替え可能であり、ミドルド
ア２４０のストッパー挿通孔５０２Ａ，５０２Ｂ，５０２Ｃ近傍には、ストッパー１５３
の開放可能状態における姿勢を保持する開放可能姿勢保持部５０５が設けられる。
【０１６６】
　したがって、本実施例の遊技機２０１によれば、実施例１に記載された遊技機１と同様
の効果に加えて、以下の効果を奏することができる。
【０１６７】
　ミドルドア２４０にストッパー挿通孔５０２Ａ，５０２Ｂ，５０２Ｃを形成し、さらに
、ミドルドア２４０を前面ドア本体２ｂの裏面に固定するストッパー１５３を、ストッパ
ー挿通孔５０２Ａ，５０２Ｂ，５０２Ｃに挿通可能なストッパー本体６３１と、前面ドア
本体２ｂに係止可能な爪６３２と、ミドルドア２４０に係止可能な係止部６３３と、を含
んで構成した。
　これにより、ストッパー１５３をミドルドア２４０のストッパー挿通孔５０２Ａ，５０
２Ｂ，５０２Ｃに挿通して、ミドルドア２４０に係止部６３３を係止させた状態で、爪６
３２を前面ドア本体２ｂに係止させることによって、ミドルドア２４０を前面ドア本体２
ｂの裏面に固定できる。
【０１６８】
　また、係止部６３３はミドルドア２４０に係止するが爪６３２は前面ドア本体２ｂに係
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止していない状態を開放可能状態とし、この開放可能状態におけるストッパー１５３の姿
勢を保持する開放可能姿勢保持部５０５を、ミドルドア２４０に設けた。
　これにより、ストッパー１５３の開放可能状態、すなわち、ストッパー本体６３１がス
トッパー挿通孔５０２Ａ，５０２Ｂ，５０２Ｃに挿通されて、係止部６３３がミドルドア
２４０に係止した状態から、ストッパー１５３の姿勢が変化するのを防ぐことができる。
　すなわち、実施例１では、前面ドア２及びミドルドア４０の部品交換などの作業を行う
ため、作業者がミドルドア４０を開いた状態にすると、ストッパー５３が開放可能状態か
ら反時計回りに回動してしまう場合がある。この場合、ミドルドア４０を閉じて前面ドア
２ｂに固定する際に、ストッパー５３の姿勢を再び開放可能状態に戻す必要がある。
　しかしながら、本実施例では、開放可能姿勢保持部５０５によりストッパー１５３の姿
勢を保持できるから、このミドルドア２４０を前面ドア２ｂに固定する際に、ストッパー
１５３の姿勢を再び開放可能状態に戻す、という煩わしい動作が必要なくなるので、作業
性をさらに向上できる。
【０１６９】
　また、以上のようにして、開放可能姿勢保持部５０５でストッパー１５３の開放可能状
態における姿勢を保持するとともに、ストッパー１５３を、この状態から、爪６３２及び
係止部６３３がそれぞれ前面ドア本体２ｂ及びミドルドア２４０に係止した固定状態に切
り替え可能にした。
　これにより、作業者は、ストッパー本体６３１をストッパー挿通孔５０２Ａ，５０２Ｂ
，５０２Ｃに挿通させた状態で、ミドルドア２４０が前面ドア本体２ｂに固定された固定
状態と、ミドルドア２４０が前面ドア本体２ｂに固定されておらず開放可能な開放可能状
態と、を切り替えることができる。したがって、作業者は、ミドルドア２４０を開閉する
作業を、ストッパー１５３をストッパー挿通孔５０２Ａ，５０２Ｂ，５０２Ｃに抜き差し
することなく迅速に行うことができる。
【０１７０】
　以上、実施例について説明したが、本発明はこれに限られるものではない。
【図面の簡単な説明】
【０１７１】
【図１】遊技機の外観を示す斜視図である。
【図２】前面ドアの裏面の構成を示す斜視図である。
【図３】前面ドアの裏面の構成を示す部分斜視図である。
【図４】前面ドアの裏面の構成を示す正面図である。
【図５】ＲＯＭカバーの構成を示す斜視図である。
【図６】ＲＯＭカバーの構成を示す側面図である。
【図７】結束バンドの構成を示す斜視図である。
【図８】ＲＯＭカバー及びＲＯＭカートリッジの構成を示す部分斜視図である。
【図９】前面ドア本体及びミドルドアの部分斜視図である。
【図１０】前面ドアの裏面及びキャビネットの内部の構成を示す斜視図である。
【図１１】前面ドア及びキャビネットの構成を示すブロック図である。
【図１２】回路構成を示すブロック図である。
【図１３】回路構成を示すブロック図である。
【図１４】前面ドアの裏面の構成を示す部分斜視図である（実施例２）。
【図１５】ミドルドアの主制御ユニット支持部の構成を示す部分斜視図である（実施例２
）。
【符号の説明】
【０１７２】
　１　　　遊技機
　２　　　前面ドア
　２ｂ　　前面ドア本体
　４　　　筐体
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　４０　　ミドルドア
　４０４　プレート
　４０６　回動軸部
　４０７　ミドルドア把持部
　４３　　支持部
　４８　　係止部
　５３　　ストッパー
　５５　　ミドルドア用電源スイッチ
　６０　　キャビネット
　６６　　電源ユニット
　６６２　電力供給部
　６６３　電力供給制御部
　７１　　主制御ユニット
　７１３　主制御コネクタ
　７１４　主制御コネクタカバー
　７２　　副制御ユニット
　７２３　ＲＯＭカートリッジ
　７２４　ＲＯＭカバー
　７３　　リールユニット

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】
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